
サポーターさん、生徒たち、地域の人々～一粒の水滴からゆったりと広がる波紋、そして循環～  

栗東市 活動名 ： 栗東中学校地域学校協働本部  栗東中学校   学校運営協議会 ： ■有  □無 

地域学校協働本部概要  ※実施した活動内容全てに■印 

開始年度：平成２２年度  地域学校協働活動推進員等数：１人  ボランティア登録数：３７人  

□学習支援（授業補助、学力補充等）   ■図書ボランティア（読書活動支援・図書室環境整備）    ■学校行事支援 

■子どもの安全確保、見守り       ■部活動支援      ■学校周辺環境整備       □学びによるまちづくり 

□地域人材育成（地域課題解決型学習、地域人材によるキャリア教育）      □地域行事への参加        ■ボランティア・体験活動 

□郷土学習      □その他［                 ］ 

 

 

■ 事業を考案する主体（該当するすべてに■印） 

  ■学校・園   ■学校運営協議会   ■地域学校協働活動推進員等   □行 政  □その他（          ） 

 

■ 学校運営協議会で熟議された内容（地域学校協働活動に関わる内容等） 

昨年度より、コミュニティ・スクール（学校運営協議会）への移行を完了し、①学校経営の課題についての熟議・承認は学校運営協議

会、学校と地域をつなぐ取組と方針立案は地域学校協働本部（「栗中サポーターズ・クラブ」となり計画的な運営が実施できている。

サポーターの高齢化もあり持続可能な運営のための負担軽減、新たな加入促進を図りたい。 

                                                                                                 

■ 地域と学校が協働した活動（特徴的な活動） 

・エコロジー委員と通年にわたり野菜作りを実施。６月には、玉ねぎとジャガイモを地域の

方に販売。また、１０月チャレンジウィークでは生徒が起業体験店舗を開店、その際、目玉

商品として栗中産野菜（サツマイモ、里芋、葉物野菜、大根少々）を出荷。事前に校区コミ

ュニティセンター広報誌に案内を載せていただくなど地域の方の強力な支援をいただ

き、たくさんの方に来店いただいた。同時に、校区にある聾話学校高等部さんも、聾話学

校産野菜販売のために来校、地域の方と聾話学校生、本校中学生が交流、ひとときを楽

しんだ。収益で、自習コーナーに置く本を購入。たくさんの生徒が利用している。 

・家庭部員に浴衣の着方教室を実施。自分で浴衣の帯が結べるようになり、本人に興味や

自信が芽生え、また、おうちの方にも喜んでもらえた。 

・保護者さんや地域の方に、中古タオルの提供を呼びかけ、家庭部員と雑巾を作り校内美

化に役立てた。 

・生徒会や部活動有志とサポーターで近隣地域と校内のゴミ拾い清掃「みんなの生活向上

部活隊」を実施している。６月、１２月の２回ともに、生徒が１００名以上参加してくれ、頑張ってくれた。 

■ 実施に当たっての工夫 

・サポーターは、生徒や学校に「潤いや心の豊かさ」を届けたいと願い、生け花支援や、浴衣着方教室、草刈り、本棚作りや、玄関に作品

を展示するための金具レールの設置、図書室支援など、年間をとおして、少しずつ、多種にわたるよう活動をしてくださっている、。 

・野菜の栽培や、家庭部との雑巾つくりなど生徒とサポーターの活動が、野菜の販売や中古タオルの提供呼びかけをとおして、多数の

地域の方の協力や支援に広がり、より多くの地域の方が本校に愛着を感じてくださるようになれば良いなという思いがある。 

・計画や参加について、くれぐれもサポーターに無理のないよう、特に猛暑対策については配慮が必要である。 

■ 事業の成果 

・野菜販売をコミセン広報やサポーター通信を通じてお知らせすることで、徐々に活動の

様子が地域に浸透していっている。同時に、野菜の栽培や収穫など、活動に楽しんで参

加してくれる生徒が増えてきている。サポーターも、「元気をもらっている。」とおっし

ゃってくださっている。 

■ 事業実施上の課題と今後の協働活動の工夫や展望 

・猛暑により野菜が育たず、何度も種のまき直しをしていただいた。野菜の種類や蒔く時

期の変更など、計画の再考や工夫が必要である。 

・高齢化により、活動時間を短くするように心がけている。最近保護者サポーターの登録

数が徐々に増えてありがたい。無理なく参加いただけるよう、活動の時間帯や曜日に変

化をもたせ、幅広い年齢層の参加や新規募集の呼びかけをする。 

■ その他（学校運営協議会との協働等） 

・学校運営協議会に地域学校協働本部の代表者、サポーターズクラブメンバーを組織に含めることで地域学校協働本部（「栗中サポー 

ターズ・クラブ」）の活動の報告を行い、生徒との活動の様子や成長を共有できている。 

 さらに、学校運営協議会に生徒会代表との懇談の場を設定しており、学校運営に関わる人と生徒との協働を進めたい。 

 

■協働活動推進員（コーディネーター）と協働する学校関係者（該当するすべてに■印） 

   ■校 長    ■教 頭    ■地域連携担当教職員    ■その他（ 生徒指導主事   ） 

 

 

 

  

 

【近隣地域ゴミ拾い清掃 

  「みんなの生活向上部活隊」開会式】  

 

【 栗中産野菜地域の方への販売準備 】 

報告書記入者（ 地域学校協働推進員 ） 
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